
                                                                                                                                                      

                                                                                                                                                      

                                            
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
の
直
後
、
全
道
規
模
の
大

停
電
が
起
き
、
町
内
で
も
最
長
２
日
間

に
わ
た
り
電
気
が
使
用
で
き
ず
、
生
活

物
資
を
求
め
て
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ

ニ
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
に
長
い
行
列
が
で
き
た
。

　

今
回
の
よ
う
な
場
合
、
従
来
の
一
極

集
中
型
の
発
電
シ
ス
テ
ム
で
は
、
対
応

し
修
繕
を
行
い
復
元
す
る
の
に
大
変
な

手
間
と
時
間
を
要
す
る
。

　

一
方
、
地
方
の
発
電
施
設
建
設
計
画

が
相
次
い
で
足
止
め
さ
れ
、
十
勝
で
は

協
議
会
を
設
置
し
、
地
域
で
利
活
用
す

る
た
め
の
分
散
型
電
源
を
検
討
し
て
い

る
。
地
域
は
、
今
こ
そ
自
立
し
て
電
力

の
生
産
と
消
費
が
可
能
な
小
規
模
分
散

型
シ
ス
テ
ム
に
切
り
替
え
る
と
き
が
来

て
い
る
。
以
下
の
こ
と
を
伺
う
。

(1)
幕
別
町
に
お
け
る
バ
イ
オ
マ
ス
、
バ

イ
オ
ガ
ス
や
小
水
力
な
ど
自
然
・
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
賦
存
量
お
よ
び
実

際
に
利
活
用
し
て
い
る
資
源
の
量
は
。

(2)
実
現
に
向
け
て
課
題
を
検
討
し
、
さ

ら
な
る
調
査
を
。

(1)
平
成
28
年
度
に
実
施
し
た

「
幕
別
町
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
の
検
証
結
果
報
告
書
」
の
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
４
種
別
の
賦
存
量
、
太
陽
光
発
電

に
つ
い
て
は
、
同
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
時
の

計
算
根
拠
に
基
づ
き
算
出
し
た
賦
存
量

で
、
①
雪
氷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
年
間
賦

存
量
は
、
７
５
２
３
万
㌧
、
町
内
に
利

活
用
施
設
は
な
い
。
②
家
畜
ふ
ん
尿
バ

イ

オ

マ

ス

の

年

間

賦

存

量

は
、

４
万
１
７
５
０
㌧
、
そ
の
う
ち
９
割
に

あ
た
る
３
万
７
５
７
５
㌧
が
堆
肥
と
し

て
利
活
用
さ
れ
て
い
る
。
③
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
は
、
年
間
賦
存
量
１
万
５
６
１

㌧
、
そ
の
う
ち
１
万
５
０
８
㌧
が
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
や
農
地
還
元
等
に
利
活
用

さ
れ
て
い
る
。
④
廃
棄
物
発
熱
利
用
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
、
町
内
か
ら
排
出
さ
れ
る

一
般
廃
棄
物
の
う
ち
、
可
燃
ご
み
の
総

量
を
賦
存
量
と
し
た
、
年
間
賦
存
量

３
２
８
０
㌧
の
う
ち
、
幕
別
地
域
分
の

３
０
５
８
㌧
を
ご
み
焼
却
施
設
で
全
量

焼
却
し
、
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
活

用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
太
陽
光
発
電

に

つ

い

て

は
、

年

間

賦

存

量

が

４
万
８
４
０
０
Gwh
（
ギ
ガ
ワ
ッ
ト
ア
ワ

ー
）
で
あ
り
、
年
間
29
・
５
Gwh
の
利
活

用
が
あ
る
。

(2)
本
年
９
月
６
日
に
発
生
し
た
ブ
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
に
よ
り
、
従
来
か
ら
の
大
規

模
集
中
発
電
設
備
の
あ
り
方
や
道
東
方

面
の
送
電
系
統
の
脆
弱
性
の
問
題
が
重

要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
９
月
28
日

付
で
、
道
内
10
町
村
お
よ
び
酪
農
学
園

大
学
等
で
構
成
す
る
「
北
海
道
家
畜
バ

イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
事
業
推
進
協
議

会
」が
北
海
道
電
力
株
式
会
社
に
対
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
散
と
固
定
価
格
買
取

制
度
、
い
わ
ゆ
る
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
の
認
定
が

ス
ム
ー
ズ
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、

送
電
線
の
強
化
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

ま
た
、
十
勝
管
内
で
も
10
月
10
日
に
帯

広
市
、
十
勝
町
村
会
、
十
勝
地
区
農
業

協
同
組
合
長
会
、
帯
広
商
工
会
議
所
、

帯
広
畜
産
大
学
、
金
融
機
関
等
で
構
成

す
る
「
十
勝
バ
イ
オ
ガ
ス
関
連
事
業
推

進
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、
11
月
２
日

付
で
農
林
水
産
省
お
よ
び
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
に
対
し
、
酪
農
畜
産
の
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
等
に
よ
る
地
産
地
消
型
エ

ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
、
バ
イ

オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
建
設
支
援
な
ど
の

要
請
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
十
勝
町

村
会
の
一
員
と
し
て
、
引
き
続
き
バ
イ

オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
に
よ
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
に
努
め
た
い
。

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
よ
っ

て
、
町
民
の
方
か
ら
の
困
り
ご
と
な
ど
、

役
場
に
寄
せ
ら
れ
て
把
握
し
て
い
る
も

の
は
。

水
道
に
関
す
る
デ
マ
情
報
な
ど
、
十

勝
管
内
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
住

民
に
正
確
に
伝
わ
ら
ず
混
乱
を
招
い

た
。
十
勝
総
合
振
興
局
で
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
十
勝
の
情
報
を
１
か
所
に

集
め
、
正
確
な
情
報
を
十
勝
管
内
全
域

に
伝
え
る
と
い
う
対
策
を
行
っ
た
。

■ 一 般 質 問 ■ 

⓮

答問
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
促
進
に
努
め
た
い

今
こ
そ
自
然

・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の

充
実
を

問

答

町
　
長

再

質

問
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